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資料 ３

蛍光灯器具の目標基準値の考え方について（案）

１．目標年度について

蛍光灯器具のエネルギー消費効率は、高効率の安定器（インバータ）を使用した

器具の開発と普及により、大幅な改善が見込まれることから、インバータを搭載す

る器具の開発に必要な期間を見込むこととする。蛍光灯器具のインバータ搭載器具

の開発は、通常１～２年程度である。このため、目標年度までに少なくとも１～２

回程度のモデルチェンジの機会が得られるよう配慮する必要がある。

このため、蛍光灯器具の目標年度については、平成２４年度（２０１２年度）と

する。

２．目標基準値の設定

（１）基本的な考え方

目標基準値の設定にあたっては、トップランナー方式の考え方に基づき、目標基

準値を設定する。具体的な考え方は、以下のとおり。

①目標基準値は、適切に定められた区分ごとに設定する。

②目標年度までの将来の技術の進歩による改善が確実に見込めるものについて

は、極力改善を見込んだ目標基準値とする。

③目標基準値は区分間で矛盾がないものとする。

（２）特殊品として扱うべき製品について

トップランナー方式により目標基準値を定める際には、特殊な技術を用いた製

品であり、全体の中で、当該製品のシェアが現時点において相当程度低く、将来

においても不確定要素が大きいと認められる製品であって、当該技術を用いた製

品のエネルギー消費効率を目標基準値として設定した場合、広く用いられている

技術を用いた製品が存在し得なくなり、極度に市場を歪めたり、他の技術の改善・

革新を阻害するおそれが相当程度高い製品については、特殊品として扱いトップ

ランナー値を選定する際に除外して検討することとされている。

今回の検討に当たっては、それぞれの区分毎に以下製品を特殊品とする。

①施設用であって、ランプ出力が８６Ｗ以上の直管形蛍光ランプまたは２本管形

のコンパクト形蛍光ランプを使用するもの

・ＦＨＰ１０５（高周波点灯専用形２本管形蛍光ランプ（１０５Ｗ））を使用
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するもの

ＦＨＰ１０５を使用するものは、ＦＨＦ８６に置き換えが進んでおり、現

在市場で１社しか製造しておらず、出荷台数比率も当該区分全体の５．５％

と限られていることから、これを特殊品として扱うこととする。

②施設用であって、ランプ出力が８６Ｗ未満の直管形蛍光ランプまたは２本管形

のコンパクト形蛍光ランプを使用するもの

・ＦＰＬ３２（コンパクト形２本管形蛍光ランプ（３２Ｗ））及びＦＰＬ４５

（コンパクト形２本管形蛍光ランプ（４５Ｗ））

ＦＰＬ３２及びＦＰＬ４５を使用するものは、高周波点灯専用形コンパク

ト形蛍光ランプＦＨＰ３２、ＦＨＰ４５に置き換えが進んでおり、現在市場

で１社しか製造しておらず、出荷台数比率も当該区分全体の３．９％と限ら

れていることから、これを特殊品として扱うこととする。

③施設用であって、２本管形以外のコンパクト形蛍光ランプを使用するもの

・ＦＨＨ６２（高周波点灯専用形８本管形蛍光ランプ（６２Ｗ））及びＦＨＨ

８２（高周波点灯専用形８本管形蛍光ランプ（８２Ｗ））

ＦＨＨ６２及びＦＨＨ８２を使用するものは、３ｍ以上の高い天井のダウ

ンライトとして使用されるなど用途が限られており、現在市場で１社しか製

造しておらず、出荷台数比率も当該区分全体の１％未満と限られていること

から、これを特殊品として扱うこととする。

④家庭用であって、ランプ出力の総和が７０Ｗ以上の環形または直管形ランプを

使用するもの（ランプ出力が２０Ｗの直管形蛍光ランプを使用するものを除く）

・ＦＨＧ９０（高周波点灯専用形角形蛍光ランプ（９０Ｗ））及びＦＨＧ１１

０（高周波点灯専用形角形蛍光ランプ（１１０Ｗ））

ＦＨＧ９０及びＦＨＧ１１０を使用するものは、現在ＪＩＳなどの標準化

されたランプではなく、現在市場で１社しか製造しておらず、出荷台数比率

も当該区分全体の１％未満と限られているため、これを特殊品として扱うこ

ととする。

⑤家庭用であって、ランプ出力の総和が７０Ｗ未満の環形または直管形ランプを

使用するもの及びランプ出力の総和が７０Ｗ以上であって、ランプ出力が２０

Ｗの直管形蛍光ランプを使用するもの

・ＦＨＦ２４Ｓ（高周波点灯専用形直管形蛍光ランプ（２４Ｗ））

ＦＨＦ２４Ｓを使用するものは、現在市場で需要がほとんど無いため１社

しか製造しておらず、出荷台数比率も当該区分全体０．４％と限られており、

コストおよび効率の面において環形の器具に比べ劣り、今後出荷台数は減少

する見通しであることから、これを特殊品として扱うこととする。

３．将来の技術進歩によるエネルギー消費効率の改善余地

蛍光灯器具は、使用するランプの発光効率の改善及び安定器（点灯回路）の効率
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改善に関する技術開発により省エネルギー性能の向上が図られるものである。ラン

プの発光効率については技術開発が限界に近づいていることから今後大きな技術革

新が見込めないが、高効率の安定器（インバータ）を使用するものとそうでないも

の（磁気式）の差が大きく、効率改善の余地は残っているといえる。

４．具体的な目標基準値

（１）基本的な考え方

照明器具は、使用目的や場所によって照度や照度分布など適切な視環境を設定

することが求められることから、デザインや配光等に対応するため、使用される

ランプの形状、ランプの光色、器具の形状が多様であり、数多くの器具の種類が

存在している。

使用するランプが同じであっても、ランプが露出している器具とグレア（まぶ

しさ）を低減させるためにルーバやパネルを装着した器具は、器具内温度（ラン

プ管壁温度）が異なりそれにより消費電力が変わる（一般にランプの温度上昇に

伴って入力電力が下がる）。

また、調光機能を有する器具は、安定器回路が複雑になり、調光機能のない器

具に比べて、消費電力が大きくなるため効率が低くなる。

このようにルーバやパネル等の器具の形状や調光等の機能の有無や組合せによ

って、同一区分に属する蛍光灯器具であっても、製品毎にエネルギー消費効率の

数値は異なることから、目標基準値を一律に適用することは困難となる。

一方、ランプや機能の種類ごとに目標基準値を設定することは区分を細分化す

ることになり、大幅な省エネ効果が図られないおそれがある。

このため、多くの器具の種類の性能を考慮した上で、エネルギー消費効率の優

れた高周波点灯専用形（Ｈｆ）のインバータのような高効率の安定器（インバー

タ）の使用による効率改善を促す目標基準値を設定する。

（２）目標基準値の設定について

多くの器具の種類の性能を考慮した上で、高効率の安定器（インバータ）の使

用による効率改善を促すため、「特定機器に係る性能向上に関する製造事業者等

の判断基準の策定・改定に関する基本的考え方について」原則５に基づき、トッ

プランナー値については、エネルギー消費効率の大きな差となる高周波点灯専用

形蛍光ランプと専用のインバータを使用する蛍光灯器具と商用周波数で点灯をし

ている磁気式安定器を使用する蛍光灯器具を同一区分として、トップランナー値

を設定する。

また、使用するランプの形状やランプの灯数、調光機能の有無などのユーザー

ニーズの大きい要素に着目して、上記の要素の組合せによる製品群それぞれのト

ップランナー値を出荷台数に応じて重み付けした値を当該区分のトップランナー

値とすることにより、区分全体のエネルギー消費効率の改善を図る。

目標基準値は、上記により設定したトップランナー値をもとに、高周波点灯専

用形蛍光ランプ等のインバータを使用した蛍光灯器具について、現状において可

能な限り普及を見込み改善分として上乗せした値とする（図１～６参照）。
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（参考）「特定機器に係る性能向上に関する製造事業者等の判断基準の策定・改定に

関する基本的考え方について」原則５

高度な省エネ技術を用いているが故に、高額かつ高エネルギー消費効率であ

る機器については、区分を分けることも考え得るが、製造事業者等が積極的に

エネルギー消費効率の優れた製品の販売を行えるよう、可能な限り同一の区分

として扱うことが望ましい。

表１．蛍光灯器具の区分及び目標基準値

使用す

る用途

ランプの

形状

区分

名
ランプの出力

トップラン

ナー値

(ｌｍ／Ｗ)

効率改善分

（％）

目標基準値

(ｌｍ／Ｗ)

施設用 直管形ま

たは２本

管形のコ

ンパクト

形

Ⅰ ランプ出力が８６Ｗ以上

のランプを使用するもの

１００．２ ０．６％ １００．８

Ⅱ ランプ出力が８６Ｗ未満

のランプを使用するもの

９６．１ ４．６％ １００．５

２本管形

以外のコ

ンパクト

形

Ⅲ ５８．７ ４．９％ ６１．６

家庭用 環形また

は直管形

Ⅳ ランプ出力の総和が７０

Ｗ以上のランプを使用す

るもの（ランプ出力が２

０Ｗの直管形蛍光ランプ

を使用するものを除く）

９０．３ １．４％ ９１．６

Ⅴ ランプ出力の総和が７０

Ｗ未満のランプを使用

するもの及びランプ出

力の総和が７０Ｗ以上

であってランプ出力が

２０Ｗの直管形蛍光ラ

ンプを使用するもの

６９．３ １２．７％ ７８．１

卓上ス

タンド

直管形ま

たはコン

パクト形

Ⅵ ７０．８ ０％ ７０．８
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％
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図１．区分Ⅰ（施設用であって、ランプ出力が８６Ｗ以上の直管形蛍光ランプまたは

２本管形のコンパクト形蛍光ランプを使用するもの）の目標基準値
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図２．区分Ⅱ（施設用であって、ランプ出力が８６Ｗ未満の直管形蛍光ランプまたは

２本管形のコンパクト形蛍光ランプを使用するもの）の目標基準値
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図３．区分Ⅲ（施設用であって、２本管形以外のコンパクト形蛍光ランプを使用する

もの）の目標基準値
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図４．区分Ⅳ（家庭用であって、ランプ出力の総和が７０Ｗ以上の環形または直管形

ランプを使用するもの（ランプ出力が２０Ｗの直管形蛍光ランプを使用するも

のを除く））の目標基準値
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図５．区分Ⅴ（家庭用であって、ランプ出力の総和が７０Ｗ未満の環形または直管形

ランプを使用するもの及びランプ出力の総和が７０Ｗ以上であって、ランプ出

力が２０Ｗの直管形蛍光ランプを使用するもの）の目標基準値
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蛍光灯器具

の種類

図６．区分Ⅵ（卓上スタンドであって、直管形またはコンパクト形蛍光ランプを使用

するもの）の目標基準値


